
げンド計算の4手レ t̂tJレ(コメ>ト)

泉北大嵐 阪南大漁合A 庵魔 境軌 頻頼 章4,頒谷 建猛
Y摘11の価観 勧能恵を帝乾す吉良的21,号の奉顧客とLZ､LuBlヱ0)/†ゝド計算を朽
なフた ｡計算によさと､Lhサイトlこよく局昆LT=4手準位が,7エILミ観 下1et鳩 度
ヒ存在し之訂リ､7工ILミ拳赴Zlo)サイクnトロ二･質量や､比熱の訂侮去Z刺 鹿凄大きく

し?L､3ことが鉾 ま｡ 一方､Y.P･S.によさと､4手準位は､7ェJLミ奉仕よI)r7.7eVZ甥
リ､計算ヒ大きくくい遭う｡鈍 ､魚湊によ3比熱o)&魔放､2､77土0.36叫敏 ヒエztl誘リ

フォノ>の効農左考え3と､捕 虜の2､PSIJMJ/MtZは少L太さ凪ぎ3と思われま｡これも
4手雛 は､計算7旭窟<塊てい3ことを京唆し?U3.
Luサイトo)デ露命の夜勤蘭教の形を見孟t_､絵晶中L=砿舞らずに､よく局在してあり

原主砲甘栗嵐を億フZい3こと状わ飲ま｡そこZい､稀潮 与の十∋億のイオニ碇エネJL/
ギーを麹べた寵異星固k示す｡LkBJ之のLLtは､結晶中zuは十3億 Z-窮ま｡豆7ヒは､尭吸
収の奥政放ち客与れr=償ヒ､4与レ附し､即ち､4手のエネtL,ギ-底萄慮､&t̂L､､金工ネ
)Lギーの差の値を京L?あま｡計卦さ､ノヾ津 を膚 のマ7イ-/ライン夏めの計算と基凍勾
l二郎 湧法zt､､局所叡夜光常数議を用し､､スピンを考嵐 L雄 甘フfz.鹿西鎗o)効果も取

り入れZ京急が､てto>叡嵐相副軸対審ヒLT=.
4手しべ､IL,1才､襲湊値と大きくくし､違うL､密富沢蘭教範ZLliEしく与え与れ3ヒ主監L
zLl盲全エ≠ルギ ーの差も､嚢鮎 ヒのれ ､一致はみられなし､. ]ヾ1ドを惇 しこれ lZ､4

与レ̂11両 喋 く亀吉のは､京与に去､し､?凍<故5のだから､ むし3当憩と言え三｡
R3+tonizationEnergy

l 三 笠､言霊 諾 冨芸遥 詣 芸孟妄芸b37芸
く､)]-口,/鹿互催用の自己エネIL,ギ ーを､友重工

わしギーが廃合L=ガち鴻Lヱいないと考え?､与SfI
分の,toテンシャIL喜､け､､頭のようlニ君形させ3,

V+(り=V.(VトO(EIylf(Y'')̂n′月dト ′
Vo(り;居所歯凄況勝教浩1ニよさ一食がテンシャJL.

nf(h),･4i菅与-嶺分の菅与毎夜
cKJN自己工ネJLギーを､tI､の鹿打ち消LZヤSか

のパラメータヒなま.このようにポテンシャル･を置

き虐LZも､波動常数の慮女性は:角度辞令zLL億をれ

Zいち｡∝ヰ0ヒす言と､4与レ̂utLilYTが51こつ

て冒TS篭れ之､汲勧常数の形と変わ3札 他の菅与は､与のRCePrN]Pm5TtEuGdTbDyHoErn1254567891011121514肌Lヽ 枚軌㈲餅V)7TPtタ･JT)∂U＼､IILE･V)もフ~L+～~ZU)
影響を京きり軌1+&､し､｡ Lu3+2いは､正二0､2qZ▲､､4写しべ､ルは塾雛 と一致すう｡同
Lt.dz叫封萱Lた4手し̂ I､ルの債星軌=点線zt思しT=｡よく一致しZいま｡

同じ､方法Z･､. )ヾlド計算星宿なう浄俺も､規定逢叔7_し､ ま ｡ し､す山こし3I4壬が古膏

j･九T:基盤は､役史の局所客席里肴Z:tは､正Lく記建ざれ?い言とは貞iず､佃 Sかの工

左t)順 守 Z･LaS3と患われ3｡

-52-


